
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.お客様の課題 

浅層地下水の流動経路(通称”水ミチ”)やその規模を、間接

的な方法(地盤掘削を行わない)で推定したい。 

2.利用方法・用途 

下記1.～6.等の諸問題に対し「1ｍ深地温探査」の適用が

想定されます。 

① ため池や河川堤防の漏水箇所(水ミチ)の把握。 

② 地すべりや斜面崩壊に影響する地下水(水ミチ)の把握。 

③ 地盤中の地下水(伏流水)の把握。 

④ 地下水汚染の原因となっている地下水(水ミチ)の把握。 

⑤ 井戸掘削地点の平面的な位置(水ミチ)の把握 

⑥ 植物の根腐れ・枯死の原因となる水ミチの把握 

3. 探査原理 

地表深さ1mの温度は、1日の気温変化の影響をほとん

ど受けませんが、年単位で見ると図-1のように大きく変化

します。 

これに対して流動地下水の水温は、同図のように年変動

が 1～2 度と小さい傾向を示します。したがって、流動地

下水経路の近傍は、夏季に地温が低く、冬季に高くなること

が予想されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1m 深地温探査を用いた地下水流動経路は、上記の

ように想定される地温状況に基づき、図.2 のように

「1m 深地温が夏秋に低く、冬春に高い箇所」として

捉えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 探査方法 

探査方法の概要は下記の通りである(「温度測定による流

動地水調査法」竹内篤雄 著 古今書院) 

① 地下1mまで径25mmの鉄棒で孔を掘ります。 

② サーミスタ温度計を、孔に挿入します。 

③ 周囲の地盤温度と平衡状況になるまで十分に時間をお

いた後、温度を測定します。 

④測定結果から1ｍ深地温分布図を作成し、水ミチの場所

を推定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 利点・適用深度 

探査方法が簡便なため、探査場所の制限が小さく山地斜

面等でも探査可能です。また、間接的な探査方法であるため、

地下水環境に影響を与えません。 

深度 15ｍ程度までの「水ミチ」の探査に適しています。 

 

 

 

 

 

 

 １m 深地温探査 

溜池漏水等の経路、自然地下水の流れを探る  

図-1 1m深地温と流動地下水温の年変化
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図-3 1m深地温探査の実施概念図 
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図-2 流動地下水(通称”水ミチ”)と温度分布の関係図 


